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１．はじめに
　岩手県内の城柵官衙遺跡は「道路」と密接にかかわっている。城柵は古代の政治・軍事・経済の拠点であるので当時の交通路である「駅路」との関係は言うまでもないが、現代の「道路」とも深く関係している。三つの城柵(志波城・徳丹城・胆沢城)では、城柵域内を東北自動車道、国道４号線、旧国道４号線のいずれかが縦走している。北上盆地を南北に通る主要な道路が、狙ったかのように城柵内を通過するのは偶然のことだろうか。城柵の選地に関してはこれまで、既存在地集団との関係、陸上・水上交通路の関係などから考察がなされてきているが、造営主体者側がその土地の「風土」を如何に知覚し、なぜその場所を選択したのかを読み解く必要にあると考える。そのために城柵とその関連諸施設群(他の官衙、駅家、交通路、窯、寺社、計画村落など)を個々の要素として相互的に検討していく必要がある。具体的には筆者は、城柵造営と共に周辺に創出された景観を読み取る作業を行っている(朝倉2010)。本稿では、交通路の関係について焦点をあてる。特にもGISによる交通路推定から従来の駅家擬定地の検証を行うことを目的とする。また、宮野目方八丁遺跡駅家説に関して若干の考察を試みたい。
２.城柵間交通路の問題点
　近年の古代東北地方の考古学研究における胆沢城と志波城間の交通路推定は、磐基駅の比定にはじまる。1956年から板橋源らにより岩手県江釣子村(現・北上市)の新平遺跡(図2)が発掘され、磐基駅の擬定地として報告された(板橋1959)。その後、この新平遺跡を起点に、山田安彦、木下良、中村太一らにより交通路研究がなされている(山田1974、木下1990、中村2003)。新平遺跡発掘当時は、志波城、徳丹城の位置がまだ定まっておらず、考古学的な情報が乏しい中での擬定地決定であり、現在は根拠となった事項を再評価する必要にあると考える。　
　文献史料上、この志波城との交通路について現れるのは、志波城造営の翌年、延暦23(804)年のことである（『日本後紀』延暦23年五月癸未条「陸奥国言。斯波城與二膽澤郡一、相去一百六十二里。山谷嶮□、往還多レ艱。不レ置二郵駅一、恐闕二機急一。伏請准二小路例一、置二一駅一。許レ之」）。胆沢郡と志波城の間には「一駅」が置かれている(1)。この駅は磐基駅であると推定されており(『延喜式』兵部省諸国駅伝馬条)、板橋の報告により場所は岩手県江釣子村の新平遺跡を同駅に比定する説が有力であった。以下に、板橋が新平遺跡を駅家と考えた根拠をあげる。
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